
令和８年６月　改訂

※ 底板部から補修弁操作に支障がない高さまで砕石（新材）を敷き均す。（15cm程度）

　　　土被り  900mmの時、フランジ短管（H=150mm）を設置

※２）空気弁の場合

　　　土被り 1300mmの時、両フランジ短管（H=300mm、H=150mm）を補修弁を挟んで設置

　　　土被り 1100mmの時、両フランジ短管（H=150mm、H=100mm）を補修弁を挟んで設置

　　　土被り  750mm・900mmの時、フランジ短管の設置無し

※１）消火栓・排水栓の場合

※１）ねじ筺は一番低い状態から３回転上げた位置で据える。

幅150mm ２倍折込

 　下層路盤面への敷設も可とする。

 　とするが、GL-450mm近傍の路床面又は

※ 埋設シート敷設位置はGL-450mmを標準

埋設シート（GL-450）

※ 管上20cmごとにランマー転圧する。
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市道（歩道）土被掘削表

市道（車道）土被掘削表
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単位：mm

※ 県道の土被りは路盤厚＋300mmとする。

口径
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管外径
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単位：mm

※２）土被りが 900mm以上の時は、座台の下に塩ビ管(φ300)

　　　を設置する。

仕切弁筐用座台

仕切弁蓋
市紋章、口径表示

※ 無収縮モルタル調整タイプは標準調整高さを5㎝とする。

（鋳鉄製ボックス型）

2巻き以上

ばん線φ2.6

末口12cm L=1.0m

松丸太 4本使用

※ 補修弁レバーは布設方向左右のうち安全かつ容易に操作できる側とする。

※ 消火栓口金は鉄蓋の鍵穴側に設置する。

※ 鉄蓋の鍵穴は車両進行方向奥側に設置する。

丸型φ618丸型φ634

（レジンコンクリート型）
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消 火 栓 ・ 排 水 栓 ・ 空 気 弁 標 準 図

特記事項：上記簡易土留工参考図は標準掘削断面であり、現場状況により

簡 易 土 留 工 参 考 図

※ 設置箇所は押輪類、各種継手及び栓使用部等とする。

　　　　　これにより難い場合は監督員と協議すること。
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木製支保（切梁ｻﾎﾟｰﾄ可）

厚さ3.0cm以上（H2=1.8m以下）

木矢板 幅21cm以上

2段（H=2.0m以上）

1段（H=2.0m未満）
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厚さ4.5cm以上（H2=1.8m超過）
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異種管継手(両受)(DIP管とSP管用)

配 管 記 号

接続方法

口径

φ50

φ30

φ25 甲

甲

特大

特大

特大

特大

道路止水宅地内

止 水 栓 筐 選 択 表

Ｇ－Ｌｉｎｋ

Ｐ－Ｌｉｎｋ

ＳＰ用無頭管継ぎ手

特殊押輪（メカニカルＫ形）

空気弁（給水口付）

空気弁

排水栓（空気弁付）

排水栓

消火栓（空気弁付）

消火栓

仕切弁（受挿し）

仕切弁（両受）

短管２号

短管１号

継
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メカニカル（GX形）

メカニカル（NS形）

メカニカル（K形）
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栓

帽

乙字管

両受短管

継輪

フランジ付Ｔ字管

曲管

挿し受け片落管

受け挿し片落管

Ｔ字管

ライナー使用受口

埋設シート
(幅75mm ２倍折込)

プラグ止め

分水止め

700
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（断面図）

（平面図）

（止水栓まで）

（接続のみ）

撤去

埋設シート

（止水栓筐選択表参照）止水栓筐

設計口径

設計口径＜Φ50

HIガイドナット

径違いソケット

HIガイドナットΦ50

バルブソケットΦ50

塩ビマスΦ150以上

塩ビマスΦ200以上

乙止水栓Φ50

分水サドル

設計口径

施工範囲

防食用銅コア

VGPソケット

　 基礎砕石(RC40-0) 厚さ10cm
　 復旧寸法(m3) 0.55×1.0×0.1

※ 宅地内コンクリート(σ28=21N/mm2)

配管延長 1.0～8.0m
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 　分水箇所のオフセットは、竣工図に明記する。

※ 撤去時は砲金キャップにより閉栓し、塩化ビニール管等で保護する。
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タックコート

タックコート

プライムコート

改質Ⅱ型密粒度ｱｽｺﾝ

改質Ⅱ型粗粒度ｱｽｺﾝ

RM40～0

RC40～0再生切込砕石

再生粒調砕石
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ライナー使用受口

所沢市上下水道局管路布設標準仕様図（ＧＸ形）
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甲切管 乙切管 甲切管 乙切管
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挿し受け片落管

短管1号

短管2号

帽

Ｇ－Ｌｉｎｋ
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両受短管

継輪

Ｌp
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Ｌ
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Ｌp Ｌp

45°曲管の前後にLpを確保する。 45°曲管にそれぞれLpを確保する。 乙字管の前後にそれぞれLpを(45°曲管の 左右の45°曲管の外側にそれぞれLpを確保

1ｍ 1ｍ

本管側にそれぞれ1ｍを確保。

水圧は1.3MPa、土被りは現場状況に準じる。

令和３年 ４月　改訂



撤去時は消火栓筐の一段目を新しいもので復旧する
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VP径違い ｿｹｯﾄ φ 75× 50

不断水割Ｔ字管 ○○㎜×φ100・φ 150・φ 200

ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ 100・φ 150・φ 200

※撤去時はフランジ蓋により閉栓し、塩化ビニール管等で保護する

不断水取出し箇所のオフセットは、竣工図に明記する
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※撤去時の土工は給水管布設工に含まれる

① メーター接続

② 宅地内接続

③ 道路接続

※消火栓筐の一段目を削孔し、仮設水道管を配管する

Ｄ
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撤去時の舗装組成は本復旧の組成を参照する
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⑤ 取出し土工標準図

仮設水道本管取出し標準図 仮設給水管接続標準図
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③ φ100・φ150・φ200

接続短管 φ100・φ 150・φ 200
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接続用継手 φ 75
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② φ75

④ φ75（地下式消火栓からの取出し）

分水箇所のオフセットは、竣工図に明記する

分水箇所のオフセットは、竣工図に明記する
※撤去時は砲金キャップにより閉栓し、塩化ビニール管等で保護する。

※撤去時は砲金キャップにより閉栓し、塩化ビニール管等で保護する。

消火栓から取出した日の内に仮設消火栓まで配管し、
ドレーンを行い、使用できる状態にする

発生材

※埋戻材は発生材とする

※仮設配管を露出配管とする場合は監督員と協議し、

　エアーを吐けるよう露出箇所毎に取出し短管を施すこと

③ 仮設配管を露出配管とする場合は監督員と協議し、

単位：㎜

給水管
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Ｗ

すること。

① 仮設配管及び配管上のバルブ等の突起物には、歩行者

や車両等の安全を確保するために、安全施設（カラーコ

ーン等）の設置を行うこと。

特記仕様

既設給水管PEP

再生密粒

再生粒調

再生砂
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※撤去時の土工は給水管布設工に含まれる

止水栓及び分水栓止め
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仮設管埋設標準図

φ50 φ 100 φ 150 φ 200φ 75

給水管・φ50・φ75・φ100・φ150・φ200

又、接続する給水管に泥・布等が入らないように注意を

② 仮設配管材料内に異物が混入していないか確認すること

水のお知らせをすること。

より剥離された水アカ、サビ等を除去すること。

仰ぐこと。

る給水管を防寒し凍結による出水不良が起こらないよう

にすること。

する場合、メーターは水平に設置すること。

パッキンは新しいものを使用すること。

④ 仮設管による給水切り替えを行う場合、使用者に必ず断

⑤ 給水切り替え後は、使用者の外水栓等を借用し、断水に

⑥ メーター接続で、やむを得ずメーターボックス外で接続

⑦ メーター接続箇所で仮設から本設に戻す場合、メーター

⑧ 工事が冬季(１２月～３月)にかかる場合は、露出してい

⑨ 施工するに当り不明な点があった場合、監督員の指示を

露出箇所毎にエアーを吐けるよう施すこと。

(露出用仮設消火栓、取出短管等)
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